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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· ＰＨＳを湯船に落とし破損している。現在、破損伝票・修理伝票・発注伝票作成中。
· 食中毒予防のため、手洗い嗽を行うよう利用者様に説明すること。
· 新型予防接種の予診表が来ている。対象者に記入してもらいこと。
対象者：鹿原博夫様、関秀治様、駒木学様、巴勇樹様、大久保恒夫様、大久保律子様

　　　　大久保康弘様、田中一様、種本サハ様
· 明日、石黒信博様見学予定。昼食はデイケアで発注し実費負担で摂取。

· 明日、13:30より青陽館３階にて其田淑子様・種本サハ様の介護保険についての話し合いあり。
＜利用者様情報＞

· 我満　奈津紀様～本日来所され、近況報告されている。

　　　　　　　　　　娘様について

　　　　　　　　　　・2/1に八戸赤十字病院退院している。

　　　　　　　　　　・口の中の痛みを訴え、入院中もあまり食事摂取していなかったが、退院後も食事摂取を拒みコーンポタージュのみ摂取している。

・４月から転校し、特別学級に入学。娘様も早く行きたいと言っているとのこと。

栄養のある食べ物について聞きたいと相談あり、スタッフよりカロリーメイト

のジュース等がある事を伝えている。また、娘様の口の状態について、本人が

口内炎なのかわからないと話す為、歯科受診を促している。

本日の本人の様子から疲労感伺えており、本人も「疲れたから、入浴はしない

で帰ります。また、時間があったら話をしに来ます」と話す。切迫した様子は

見られない。

· 中居　松男　様～昨日の夜間体調不良の訴えあり、青明舎訪問している。血圧199/124mmHg　
脈拍94回/分、再検にて血圧183/116mmHg　脈拍91回/分。火照りの訴え以外の身体的訴えは聞かれない。本日、青明舎スタッフ付き添いにて当院受診し、朝・夕２日分の降圧剤処方あり。

昼食後、降圧剤服用したか本人へ確認すると、薬がないと話す。薬を捜すと鞄に入っている為、服用して頂いている。12:40血圧160/95mmHg　脈拍105回/分と血圧高値のため、静養室で休むよう促すも、休むこと出来ず、落ち着き無く青陽館内を移動されている。行動に一貫性がなく、言動もまとまらない為、引き続き本人の状態確認と所在確認を行い、定期的に血圧測定を行っていく。また、夜間の対応について関係機関と話し合い決定していく。

· 大久保　恒夫様～昨日、首の後ろがつっぱって痛むとのことで、電話連絡あり。「あたるところだ　　　　

べが」と不安話されている。血圧は120/52mmHgとのことで心配はないこと説明している。夜間眠る分には問題ないと話されている。本日は、耳鳴りの為デイケアを欠席している。

· 森田　清助　様～昨日、転倒し腰を打ったという理由でデイケアを欠席していたが、友人に誘われ、

血液がさらさらになる電気が流れる椅子に座ってきたと本日報告あり。「店の人

に毎日来た方が良いと言われたが、毎日は無理だよな」とスタッフに相談され

る。本人の行きたい時に行って良い事を伝えると「デイケアにもこないといけないからな。あんまりいけないな」と話す。料金は無料であったとの事。

· 稲垣　ふき　様～最近、頭痛訴えること多い。レクリエーションや運動療法時等のプログラム中は

頭痛訴える事ない。スタッフより次回の受診時担当医へ相談するよう説明して

いる。

· 清水　秋男　様～胸の痛みを訴えている。喫煙時痛いとのこと。関係機関へ情報提供している。

· 下妻　康貴　様～2～3日前に転倒し、足首を捻ってから足首が痛むとのこと。昨日の外来受診に

てナパゲルン軟膏を処方されたと話されている。歩行する際は、スタスタと歩くことが出来ているが、調子が良い時はもっと早く歩いていると話す。

· 村田　昭一様　～首の後ろに3cm程の硬結があり、「癌だべが」と不安話されている。次回受診時

に担当医にも相談するように説明している。

· 関　秀治　　様～昨日、咽頭痛があると電話連絡あり、対応方法を確認している。お湯を沸かすな

どして湿度を上げること、風邪のひき始めとも考えられる為、あたたかくして寝るように説明。本日、鹿内内科受診するとのこと。

面談時、体調不良時等スタッフに相談するよう以前より説明した事から電話での相談に繋がったと考えられる為、電話をしてくれたことを評価し本人へ伝えていく。

＜外来利用者様情報＞
· 本多　富美　様～気分的にデイケアに行けない事が憂鬱だと話す。なぜデイケアに行けないのかと

いう質問に、「みんなにとけこめない。自分に自信が無い」と話す。睡眠はとる事が出来ているとのこと。

· 豊川　明男　様～身体的な痛みは無いが、脱力感はあるとのこと。精神的、体力的に疲れやすくな

ってきていると話す。手が冷たく赤くなっている事が気になるとのこと。

· 繁名　和恵　様～お腹の調子は良いとのこと。伏谷内科でセルべックス処方されたとのこと。シン

ラックの服用は止めているが、整腸剤の服用はしている方が調子が良いと話す。

· 清水頭　翼　様～デイケアでは、卓球を楽しく行っており、家では、皿洗いを続けているとのこと。

· 駒木　学　　様～通信制の高校に行きたいと希望されている。担当医も了承している。役所に通信

制の高校に行きたいと相談したら少し待つよう言われたとのこと。2/24願書受付のため、本日、青明舎スタッフと役所に行き通信制の高校に行けるよう相談してくるとのこと。

リスパダールコンスタ注射実施。頭痛あったと話すが、薬の処方は希望されていない。

· 川口　尚良　様～2/10～2/13母様が東京に居る姉様のところに行くと報告されている。母様が自

分には声を掛けないから複雑な気分とのこと。

· 袴田　淑子　様～４日間じーっと腹が痛かったがトイレに行ったら治ったと報告している。

· 高橋　幸雄　様～体重79.6kg。本人、減量したいと思い食事量を減らしているとのこと。

· 巴　　勇樹　様～体重70.6kg。徐々に体重増えてきている。本人、食べ過ぎていると話される。

· 番沢　政勝　様～先週まで色んな人に話し掛けられていたが、現在は話し掛けられる回数が減って

きて良くなったとのこと。

· 淡路　智恵子様～2/17えんぶりを見に行ってくると報告される。

· 村上　元道　様～今まで夜間眠れない事があるとのことでハルラックが頓服薬で処方あったが、無

くなったとのことで、ハルラック処方あり。

・大下　良悦　様～来週採血あり。

· 中村　鶴子　様～動悸は気にならなくなったとのこと。ヘルパーが家に来ると気になると話す。担

当医より慣れると気にならなくなることを伝えている。

· 神山　和典　様～疲れるが、仕事のやりすぎというわけでもないと話される。

＜勉強会＞

精神障害者保健福祉手帳

＊1995(平成7)年に制定された「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律」(精神保健福祉法)第45条に基づいている。

＊一定の精神障害の状態にある事を証明する手段になる事により、手帳交付者に対する各種福祉サービスを受けやすくし、精神障害者の自立と社会参加の促進を図る事が目的である。

＊2006(平成18)年に制定された障害者自立支援法と同時に改定された精神保健福祉法では、精神障害者福祉手帳にも顔写真が貼付される事となった。

対象者

・精神疾患を有する方で、精神障害のために長期に渡り日常生活や社会生活に制約がある方。

・統合失調症、そううつ病、非定型精神病、中毒性精神病、器質性精神病、てんかん、神経症及びその他の精神疾患すべてが対象となる。

等級

手帳の等級は１・２・３級まであり、精神疾患の状態と能力障害の状態の両側から総合的に判断される。

１級：日常生活の用を弁ずることを不能ならしめる程度。

　　　(他の人の手を借りなければ生活出来ない状態)

２級：日常生活が著しい制限を受けるか、又は日常生活に著しい制限を加えることを必要とする程度。

(常に人の手を借りる必要はないが、日常生活が困難な状態)

３級：日常生活又は社会生活が制限を受けるか、日常生活又は社会生活に制限を加えることを必要とする程度。

(障害は軽度だが、生活する上で何らかの制限を受けている方が該当)

申請窓口

・居住地の福祉事務所で申請を行う。地域によっては保健所や保健福祉センターが窓口になっている。

･手帳の申請から取得まで約２ヶ月かかる。

申請書類

・障害年金を受給している方

1 申請書

2 障害年金の写し(最新の年金振込み通知書または年金支払通知書の必要)

・障害年金を受給していない方

1 申請書

2 医師の診断書(精神障害者福祉手帳用の診断書で、初診日から６ヶ月以上経過した時点のもの)

※障害年金受給者の申請の場合、精神保健福祉センターでの判定を要することなく手帳が交付される。その際、年金等級と手帳等級が等しくなる。

有効期限

手帳の有効期限は２年間である。

手帳による福祉サービス(全国)

・自立支援医療申請手続きの簡素化

・生活保護の障害者加算(１、２級のみ)

・等級に応じた所得税、住民税等の控除及び各種税制(新マル優制度、相続税や贈与税の控除、自動車・軽自動車税、自動車取得税の減免等)

・生活福祉資金の貸与(生活資金、更正資金、福祉資金、住宅資金)

・重度心身障害者医療助成事業の対象(１級のみ)

・公営バスの福祉乗車証の交付

・県内民間バス、私鉄の乗車賃割引

・県営施設使用料の減免措置

･NTT電話番号無料案内

手帳による福祉サービス(青森県)

	施設名
	減免内容

	青森県立美術館
	観覧料無料⇒本人及び付添い人(ただし、
免除する付添人は、当該障害者一人に付き一人までとする)

	青森県営浅虫水族館
	○1級：入館料無料⇒本人及び付添い人

(ただし、免除する付添人は、当該障害者一人に付き一人までとする)
○2・3級：入館料3割引⇒本人のみ

	青森県立郷土館
	観覧料無料⇒本人及び付添い人

(ただし、免除する付添人は、当該障害者一人に付き一人までとする)

	青森県武道館
	施設利用料の減免あり

	青森県営スケート場
	使用料無料⇒本人及び付添い人

(ただし、免除する付添人は、当該障害者一人に付き一人までとする)

	青森県立三沢航空科学館
	入館料無料⇒本人及び付添い人
(ただし、免除する付添人は、当該障害者一人に付き一人までとする)

	青森県新総合運動公園
(青い森アリーナ)
	施設利用料の減免あり

	青森県総合運動公園
	使用利用料無料⇒本人及び付添い人(ただし、免除する付添人は、当該障害者一人に付き一人までとする)


手帳による福祉サービス(八戸市)

市営のものはサービス対象となる。

・博物館

・美術館

・こどもの国

・縄文科学館

・水産科学館(マリエント)

・市営体育館

・公会堂(市で主催しているもののみ)

減免内容については各々確認する。















